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 �年度は�知�への知識や��を�める�り�みのひとつ

としてDカフェへ��させて頂きました。

 DカフェのDはDementia(�知�)、Diversity(�でも)、

District(地域)、Dialogue(��)、Democracy(⾃由�等)と

いった�味が�められており、�知�のご��やご��に�

らず、�療・��の専⾨�や、�知�に��のある�々が⾃

由に���来る場となっています。

 ⽬黒エリアだけでも13ヶ��立され、その��も�々で

す。�が⾒�させて頂いたDカフェ・⾃由が�さんは��代

シェアハウスが�場となっており、��者や地域の�々との

�流の��として�けられていました。

 コーヒーやお菓�を�べながら、���さんの笑�が�え

なかったのが��的でした。また別のスタッフがお伺いした

Dカフェ・ラミヨさんでは�流の場だけではなく、�期的に

専⾨�をお呼びし�知�に�して知識を�める場を�けてい

るとのことです。

 �と�とが�がれる場としてこれからもっと�くの�々に

Dカフェについても知って頂けたら�しいです。

三�・�⽥

ーDカフェに参加しましたー

 ⽇���には、戦�⽣まれの団�の�代が�員75歳を超え

る「2025年問題」という�題が�在します。⽇�の��者�

⼝は3600万�を超える⾒�みで、そのうち700万�の��者

が�知�になると予想されています。

 �知�の�療薬の開発は�れており、現状では�知�は⽼

�に�う⾃�な現�と捉えられています。このため、�知�

への�策としては「予�」が重��されており、�体�動と

共に�の�動も必�です。

 これを�現する⼿�として「�しくて�快な予��」とし

て回想療�（回想�）があります。�知�による�知��の

�下で��が��になり、⾃宅に�きこもりがちな��者な

どの�に“回想�”を⽤いることで、他者との��が�しく、�

快な�情を刺�し、����にも�がることもあります。

 ケアする側にとっては、��者の��について知ること

で、その�⾃�を�く理�し、�頼��の構築にも�立ちま

す。�問看�での回想療�（回想�）の活⽤は、��者の�

知�予�の有�なスキルです。

ー回想法についてー精神科作業療法の現場から



 みなさん、こんにちは。10⽉に��しました�⼝と申します。
 �は�⾏��の仕事をしていましたが⼀念発�して看�師にな

りました。

 ハートフルに��する前は地�の精�科��で��していまし

た。そこで�問看��⾨に配属されたことが�問看�の�⼒を知

るきっかけとなりました。

 �みなれたご⾃宅で利⽤者さんそれぞれの��、タイミングで

回復されていく��に�⾛させていただけることは、�棟では�

�できない喜びの�間がたくさんあります。

 �問しながら、�⾃�が元気をいただくことも�く、やりがい

を�じています。

 優しい先��のご指�を受けながら、これからもみなさんの�

��持の�⾛ができるように��っていきたいと思いますので、

どうぞよろしくお願いします。

 「�問看�を�びたい�」と地元からはるば

る上�されて、ハートフルの仲間に�わってく

ださいました。

 ⽇々パワーアップしていく�⼝さんにご期待

ください�
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新スタッフの紹介
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私たちハートフル訪問看護ステーションの仕事は？
　私たちは精神科・認知症の利用者はもちろんですが、看取りなど終末期の利用者の身体症状もケア
しております。
　看護スタッフは、10年以上一般病棟や療養病棟で勤務した経験者が多く、精神のみではなく身体症
状も含め幅広く対応できます。
　医師と連携し、利用者様の状態に合わせた適切な医療計画を立て、在宅での療養生活を支えます。　　　
　私たちの業務は、病院から退院後のサポートや、慢性病の管理、ターミナルケアなど多岐にわたり
ますので、わからないことなどお気軽にご相談ください

中⽬黒スタッフみんなでサポートしています


